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やませ蔵美術館のモミジ心色づく
まちなか

もみじ回廊

心色づく
まちなか

もみじ回廊

　最上川舟運時代の栄華を今に伝えるまちなみが残るあら町で、江戸時代から続いていた紬問屋「山清（やませ
い）」の屋敷の一部を整備し活用した“蔵の美術館”が「やませ蔵美術館」です。竹田義一郎さんが運営する私設の美
術館で、長井ゆかりの芸術作品や長井紬関係の資料等が展示されています。四季毎に装いを変える日本庭園は、
水路が巡り長井らしさが凝縮されたような美しい庭です。京都の庭について勉強され、葉が小さい品種のモミジ
を植えることで、木漏れ日を綺麗に見せるようにしたという竹田さんは「長井もみじ回廊」の提唱者でもあります。
　市内では週末毎に秋のイベントが目白押しですが、時にはここでゆったりとした時間を過ごし、心を穏やかに
してみるのもいいかもしれません。

Topics ●国・県の政策に地域の要望を
●山形県中小企業スーパートータルサポ補助金採択結果



山形県商工会議所連合会

　

  

　

山
形
県
商
工
会
議
所
連
合
会
（
清
野
伸
昭
会
長
）
は

９
月
８
日
、
吉
村
美
栄
子
山
形
県
知
事
に
対
し
、
県
内
の

各
商
工
会
議
所
の
要
望
を
ま
と
め
総
会
で
決
議
し
た
10
項

目
か
ら
な
る
要
望
書
を
提
出
し
た
。
清
野
会
長
を
は
じ
め
、

県
内
７
商
工
会
議
所
の
会
頭
・
常
任
理
事
が
県
庁
を
訪
れ
、

当
所
か
ら
は
加
藤
眞
佐
夫
会
頭
と
塚
田
弘
一
専
務
理
事
が

出
席
し
、
要
望
書
を
手
渡
し
た
。

　

加
藤
会
頭
は
「
山
形
鉄
道
株
式
会
社
の
経
営
改
善
に
係

る
財
政
支
援
の
拡
充
」
と
「
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け

た
取
り
組
み
」
に
関
す
る
提
案
理
由
を
説
明
。
そ
れ
を
受

け
た
吉
村
知
事
は
「
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
は
、
地
元
の
高
校

生
や
高
齢
者
に
と
っ
て
不
可
欠
な
路
線
。
上
下
分
離
方
式

導
入
に
よ
り
20
年
ぶ
り
に
黒
字
化
し
た
が
、
２
市
２
町
と

も
引
き
続
き
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
答
え
た
。

　

山
形
県
商
工
会
議
所
連
合
会
は
９
月
21
日
、

東
京
都
の
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
山
形
県
選

出
国
会
議
員
と
懇
談
会
を
実
施
し
た
。
今
回
初

め
て
朝
食
会
形
式
で
実
施
さ
れ
た
懇
談
会
に
は
、

衆
議
院
議
員
の
鈴
木
憲
和
氏
、
近
藤
洋
介
氏
、

参
議
院
議
員
の
大
沼
み
ず
ほ
氏
、
舟
山
康
江
氏

が
出
席
。
各
所
会
頭
よ
り
管
内
動
向
と
要
望
等

に
つ
い
て
発
言
し
た
後
、
国
会
議
員
よ
り
そ
れ

ぞ
れ
に
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
当
所
加
藤
会
頭

は
、
日
本
商
工
会
議
所
の
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
「
山
形

サ
ポ
ー
ト
」
の
支
援
第
１
号
と
し
て
商
品
開
発

を
進
め
て
い
る
菊
芋
に
着
目
し
た
６
次
産
業
化

の
取
り
組
み
事
例
を
例
に
挙
げ
、
地
域
資
源
を

活
用
し
た
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
取
り

組
み
に
対
す
る
支
援
を
求
め
た
。

　

置
賜
地
区
３
市
５
町
の
商
工
会
議
所
・
商
工

会
で
組
織
す
る
置
賜
地
区
商
工
団
体
協
議
会

（
会
長
・
吉
野
徹
米
沢
商
工
会
議
所
会
頭
）
は

９
月
12
日
、
清
野
一
晴
置
賜
総
合
支
庁
長
に
対

し
、
６
月
の
同
協
議
会
総
会
で
決
議
し
た
14
項

目
か
ら
な
る
要
望
書
を
提
出
し
た
。
同
協
議
会

の
委
員
等
33
名
が
置
賜
総
合
支
庁
を
訪
れ
、
当

所
か
ら
は
加
藤
眞
佐
夫
会
頭
と
塚
田
弘
一
専
務

理
事
が
出
席
。
吉
野
協
議
会
長
が
清
野
支
庁
長

に
要
望
書
を
手
渡
し
た
。

　

各
会
頭
・
会
長
か
ら
１
項
目
ず
つ
の
要
望
事

項
の
説
明
が
あ
り
、
当
所
加
藤
会
頭
は
山
形
鉄

道
の
支
援
と
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
要
望
内
容
を
説
明
。
そ
れ
を
受

け
、
総
合
支
庁
側
か
ら
対
応
と
進
捗
状
況
に
つ

い
て
の
回
答
が
あ
っ
た
。

●県内７商工会議所の会頭が吉村知事に要望書を提出

●山形県選出の国会議員に地域の要望を伝える

●加藤会頭が当所に関連する要望内容を説明

●吉野協議会長が清野支庁長に要望書を手渡した

国・県
の
政
策
に
地
域
の
要
望
を

◦
山
形
県
知
事
と
の
要
望
懇
談
会

◦
県
選
出
国
会
議
員
と
の
懇
談
会

置賜地区
商工団体協議会

特　　集
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商
工
会
議
所
は
、
地
域
総
合
経
済
団
体
と
し

て
様
々
な
課
題
を
常
に
早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
意

見
を
取
り
ま
と
め
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
働
き

か
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
そ
の
一
環

と
し
て
、
各
委
員
会
の
答
申
を
受
け
、
平
成
26

年
度
か
ら
長
井
市
及
び
長
井
市
議
会
に
対
し
要

望
書
を
提
出
し
て
い
る
。
平
成
30
年
度
の
長
井

市
に
対
す
る
要
望
に
つ
い
て
会
頭
か
ら
諮
問
を

受
け
た
総
務
・
産
業
政
策
・
中
小
企
業
活
性
化
・

地
域
振
興
の
４
つ
の
常
設
委
員
会
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
会
議
を
開
催
し
て
意
見
を
集
約
し
、
会
頭

に
対
す
る
回
答
書
を
ま
と
め
た
。

　

総
務
委
員
会
（
小
川
章
委
員
長
）
は
、
タ
ス

ビ
ル
再
生
に
向
け
て
集
中
議
論
を
行
う
か
た
わ

ら
、
タ
ス
ビ
ル
の
運
営
並
び
に
老
朽
化
等
に
対

す
る
支
援
や
、
人
口
減
少
対
策
へ
の
支
援
の
要

望
意
見
を
ま
と
め
た
。
産
業
政
策
委
員
会
（
二

宮
正
一
委
員
長
）
は
、
交
通
網
整
備
に
伴
う
新

産
業
団
地
の
開
発
や
、
産
業
の
産
直
化
に
つ
い

て
等
の
要
望
意
見
を
、
ま
た
、
中
小
企
業
活
性

化
委
員
会
（
松
田
眞
知
子
委
員
長
）
は
、
従
業

員
の
確
保
及
び
人
材
育
成
、
設
備
更
新
に
伴
う

補
助
制
度
の
拡
充
、
山
形
県
広
域
商
談
会
の
長

井
市
開
催
、W

i-Fi

エ
リ
ア
の
拡
大
に
つ
い
て

の
要
望
意
見
を
ま
と
め
た
。
こ
の
ほ
か
、
地
域

振
興
委
員
会
（
齋
藤
喜
内
委
員
長
）
で
は
、
定

住
促
進
事
業
の
実
施
に
お
け
る
連
携
強
化
と
、

民
間
活
力
を
生
か
す
面
的
・
層
的
な
観
光
振
興

の
展
開
に
つ
い
て
の
要
望
意
見
を
ま
と
め
た
。

　

こ
れ
ら
の
回
答
書
を
受
け
て
三
役
会
を
経
て
、

常
議
員
会
に
お
い
て
長
井
市
に
対
す
る
政
策
提

言
・
要
望
事
項
を
決
議
す
る
。

　

長
井
商
工
会
議
所
の
会
員
事
業
所
が
一
堂
に
会
し
、
ま
ち
の
魅
力
を
発
信
す
る
貴
重
な

機
会
と
し
て
、
観
光
振
興
の
視
点
を
含
め
長
井
の
産
業
を
広
く
周
知
す
る
た
め
、
市
民
の

み
な
ら
ず
県
内
外
か
ら
注
目
を
集
め
る
博
覧
会
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
目

指
し
、
８
月
18
日
に
な
が
い
産
業
博
２
０
１
７
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
最
初
の
会
議

が
開
か
れ
た
。
冒
頭
、
加
藤
眞
佐
夫
会
頭
か
ら
当
所
各
部
会
か
ら
選
出
さ
れ
た
役
員
等
に

委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
、
実
行
委
員
長
に
工
業
部
会
の
小
関
博
資
副
部
会
長
（
㈱
昌
和
製
作

所
）、
副
実
行
委
員
長
に
建
設
部
会
役
員
の
四
釜
広
司
氏
（
㈱
四
釜
サ
ッ
シ
セ
ン
タ
ー
）

が
選
任
さ
れ
た
。

　

協
議
の
中
で
、
日
時
を
平
成
29
年
11
月
11
日(

土)

の
午
前
10
時
か
ら
午
後
６
時
に
、
会

場
を
タ
ス
と
道
の
駅
「
川
の
み
な
と
長
井
」
の
両
会
場
で
実
施
す
る
こ
と
を
決
め
、
全
体

テ
ー
マ
「
み
ん
な
で
織
り
な
す
地
域
の
色
」
の
も
と
、
出
展
企
業
の
集
客
力
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
を
支
援
し
、
多
く
の
協
賛
企
業
を
募
集
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　

９
月
19
日
に
開
催
し
た
２
回
目
の
会
議
の
中
で
は
、

同
日
開
催
と
な
る
Ｊ
Ａ
愛
菜
館
で
の
「
な
が
い
地
産
地

消
ま
つ
り
」
と
十
分
な
連
携
を
図
る
こ
と
を
決
め
、
多

様
な
企
画
催
事
に
対
し
委
員
か
ら
意
見
を
募
っ
た
。

　

今
後
は
広
報
活
動
や
出
展
者
説
明
会
を
行
う
た
め
、

開
催
日
ま
で
３
回
の
会
議
を
重
ね
て
い
く
構
え
。

●８月25日の産業政策委員会 ●８月23日の中小企業活性化委員会 ●８月22日の地域振興委員会

総務・産業政策・中小企業活性化・地域振興
常設４委員会を開催

●第１回ながい産業博2017実行委員会

長
井
市
へ
の
政
策
提
言・要
望
事
項
を
協
議

長井の産業の魅力を集結するために

「ながい産業博2017」
11/11(土)開催決定
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青年部会

臨
時
総
会
で

次
年
度
会
長
選
任
8/25

　

長
井
商
工
会
議
所
青
年
部
会
（
飯
澤
智

弘
会
長
）
は
、
は
ぎ
苑
で
平
成
29
年
度
第

１
回
臨
時
総
会
を
開
き
、
次
年
度
会
長
に

飯
澤
智
弘
氏
の
再
任
を
決
め
た
。
加
え
て

県
連
及
び
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
出
向
さ
せ
る
志

田
敦
史
氏
（
㈱
シ
ダ
）
と
那
須
丈
雄
氏
（
㈲

金
栄
堂
）
の
２
名
の
特
別
役
員
を
選
任
し
た
。

再
任
が
決
ま
っ
た
飯
澤
会
長
は
「
身
に
あ

ま
る
重
責
だ
が
引
き
続
き
会
長
の
任
を
務

め
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
８
月
例
会
と
し
て
会
員

の
家
族
同
伴
に
よ
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

を
総
務
部
主
幹
に
よ
り
開
催
。
抽
選
会
等

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
青
年
部
活

動
を
支
え
る
会
員
家
族
の
日
頃
の
労
を
ね

ぎ
ら
っ
た
。

青年部会

五
所
川
原
で

東
北
大
会

9/1～2

　

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
第
36
回
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
青
森
県
五
所
川
原
市
で

開
催
さ
れ
、
当
所
青
年
部
会
員
等
12
名
が

参
加
し
た
。
大
会
初
日
は
臨
時
総
会
等

の
諸
会
議
が
開
か
れ
、
会
長
・
特
別
役
員

の
３
名
が
出
席
。
２
日
目
は
各
青
年
部
が

行
っ
て
い
る
事
業
を
コ
ン
テ
ス
ト
形
式
で

審
査
し
、
魅
力
あ
る
事
業
を
お
互
い
に
認

知
・
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
Ｙ
Ｅ
Ｇ
事
業
大
賞
」
が
メ
イ

ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
内
で
開
か
れ
た
ほ
か
、
分

科
会
、
記
念
式
典
、
大
懇
親
会
が
行
わ
れ
、

東
北
地
方
の
商
工
会
議
所
青
年
部
45
単
会

か
ら
１
８
８
０
名
の
参
加
登
録
が
得
ら
れ

た
。
次
年
度
の
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
は
秋

田
県
大
仙
市
で
開
催
さ
れ
る
予
定
。

おしょうしな
会 議

長
井
小
学
校

耐
震
工
事
を
見
学

9/4

　

商
店
街
の
女
将
さ
ん
達
に
よ
る
「
お

し
ょ
う
し
な
会
議
」
の
事
業
と
し
て
、
長

井
小
学
校
第
一
校
舎
耐
震
改
修
等
工
事
現

場
見
学
会
を
実
施
し
た
。
８
名
が
参
加
し
、

長
井
市
公
共
施
設
整
備
課
の
担
当
職
員
か

ら
、
工
事
の
進
捗
状
況
や
建
物
の
構
造
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
外
観
や
内

部
を
見
学
し
た
。
改
修
後
の
建
物
の
用
途

は
、
１
階
が
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
、
２
階
が
貸
事
務
所
や
教
室
ス
ペ
ー

ス
等
に
な
る
予
定
で
あ
り
、
中
心
市
街
地

活
性
化
の
拠
点
と
な
る
こ
と
か
ら
、
お
し
ょ

う
し
な
会
議
の
メ
ン
バ
ー
が
地
域
資
源
の

再
確
認
と
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

考
え
る
た
め
、
一
般
の
現
場
見
学
受
付
に

申
し
込
ん
だ
も
の
。

女 性 会

川
西
町
へ

視
察
研
修

9/7

　

長
井
商
工
会
議
所
女
性
会
（
菊
地
和
代

会
長
）
は
、
協
同
薬
品
工
業
㈱
山
形
工
場

と
浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か
、
川
西
ダ
リ
ヤ

園
を
巡
る
視
察
研
修
を
実
施
し
た
。
研
修

委
員
会
が
企
画
し
19
名
が
参
加
。
協
同
薬

品
工
業
で
は
横
澤
由
美
子
専
務
よ
り
会
社

概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
原
材

料
の
混
合
か
ら
錠
剤
の
成
型
、
検
査
、
包
装
、

箱
詰
め
ま
で
、
薬
が
で
き
る
ま
で
の
一
連

の
工
程
を
見
学
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
27

年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
浴
浴

セ
ン
タ
ー
ま
ど
か
で
、
地
元
食
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
用
し
た
ラ
ン
チ
で
昼
食
を
と
り
、

川
西
ダ
リ
ヤ
園
を
見
学
。
あ
い
に
く
の
雨

模
様
だ
っ
た
が
、
見
頃
を
迎
え
た
10
万
本

の
ダ
リ
ア
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

●青年部会の平成29年度第１回臨時総会

●日本商工会議所青年部の吉田大介会長を囲んで記念撮影

●国登録有形文化財建造物を免震化する全国でも稀な工事

●協同薬品工業㈱山形工場を見学

活動報告
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第 30回マイクロマウス東北地区大会 
日    時   2017.10.8 (SUN) am.8:30～ 
場     所  タスビル 2階 バンケットホール 
問い合わせ マイクロマウス委員会東北支部 TEL:0238-88-1815 

（(一財)置賜地域地場産業振興センター内） 
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＋
プラス

図１　マイクロマウス・ロボワン　
　　　両方で活躍されている森永氏

図２　第二部は鉄工所から発展した
　　　HILLTOP　山本氏の講演

図３　長井工業高校が取り組んだ
　　　けん玉ロボットプロジェクト
　　　デンソーロボット展示

図４　レゴマインドストーム製作
　　　教室も同時開催

　

ロ
ボ
ッ
ト
を
つ
く
る
の
は
人
の
手
。
多
く
の
人
の
手
と
多
く
の
人
と
の
つ

な
が
り
が
あ
っ
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
町
・
長
井
の
歴
史
が
つ
く
ら
れ
て
き
た
。

以
下
、
本
文
は
昌
和
製
作
所
・
小
関
博
資
社
長
で
す
。

※　
　
　

※　
　
　
　

※　
　
　
　

※

　

今
回
は
、
10
月
７
日
（
土
）
～
８
日
（
日
）
タ
ス
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
る
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
30
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　

ま
ず
は
大
会
と
共
に
行
わ
れ
る
基
調
講
演
で
、
長
井
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
立
上
げ
に
多
大
な
御
協
力
を
頂
い
た
、
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
㈱
森
永
英
一
郎
氏
の

講
演
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

大
学
在
学
中
か
ら
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
に
取
組
み
、
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
㈱
入
社
後
も

エ
ン
ジ
ニ
ア
に
従
事
し
な
が
ら
、
独
力
で
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
・
二
足
歩
行
ロ

ボ
ッ
ト
開
発
を
30
年
以
上
続
け
て
い
る
。

　

長
井
で
行
わ
れ
る
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
東
北
大
会
に
も
出
場
し
て
い
た
こ
と

か
ら
筆
者
が
教
え
を
乞
い
、
２
０
０
６
年
の
ロ
ボ
ワ
ン
全
国
大
会
長
井
開
催

や
全
日
本
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
大
会
長
井
に
も
御
協
力
を
頂
い
て
い
る
。
こ
の

方
が
長
井
に
来
る
こ
と
が
無
け
れ
ば
、
今
の
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
無

か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
で
は
デ
ジ
カ
メ
の
ス
マ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ト
（
シ
ャ
ッ
タ
ー
ボ
タ
ン
を
押
さ
な
く
て
も
笑
顔
に
な
る
と
シ
ャ
ッ

タ
ー
が
切
れ
る
）
開
発
で
２
０
０
７
年
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｙ
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
Ｍ
Ｖ

Ｐ
を
受
賞
し
て
い
る
。
今
現
在
は
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
ビ
ジ

ネ
ス
で
活
躍
中
で
あ
る
。
森
永
氏
の
講
演
を
聞
け
る
こ
と
は
滅
多
に
無
い
の

で
、
是
非
お
越
し
頂
き
た
い
。

　

そ
し
て
第
二
部
は
京
都
の
も
の
づ
く
り
企
業　

Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｔ
Ｏ
Ｐ　

山
本

副
社
長
の
講
演
が
あ
る
。

　

自
動
車
部
品
下
請
け
従
業
員
５
人
の
鉄
工
所
が
脱
下
請
け
を
試
み
、
苦
難

を
乗
り
越
え
て
従
業
員
80
名
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
カ
ン
パ
ニ
ー
へ
と
変
遷
し

て
い
っ
た
内
容
は
、
長
井
の
も
の
づ
く
り
企
業
で
も
大
変
参
考
に
な
る
と
思

わ
れ
る
。
こ
こ
数
年
山
形
県
内
ど
こ
の
も
の
づ
く
り
企
業
で
も
若
手
人
材
不

足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
で
は
こ
こ
数
年
１
０
０
０
人

以
上
の
入
社
希
望
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
そ
の
魅
力
も
含
め
、
会
社
と
は
何

か
？
働
く
と
は
何
か
？
を
も
う
一
度
考
え
て
み
る
べ
き
で
あ
る
。
今
回
御
講

演
頂
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
世
界
一
受
け
た
い
授
業
に
出
演
さ
れ
て

い
る
神
戸
国
際
大
学　

中
村
智
彦
教
授
か
ら
の
御
紹
介
で
、
京
都
機
械
金
属

中
小
企
業
青
年
連
絡
会
と
西
置
賜
産
業
会
の
交
流
が
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
で

あ
る
。
ま
た
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
で
は
、
加
工
事
業
以
外
に
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
事

業
に
も
取
り
組
ん
で
い
て
、
月
面
探
査
ロ
ボ
ッ
ト
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
開
始

し
て
い
る
こ
と
か
ら
今
回
の
ロ
ボ
ッ
ト
大
会
に
も
脚
を
運
ん
で
頂
く
こ
と
と

な
っ
た
。
是
非
山
本
氏
の
御
講
演
も
、
く
ど
い
よ
う
だ
が
お
聴
き
頂
き
た
い
。

　

ま
た
イ
ベ
ン
ト
展
示
も
多
々
有
り
、
長
井
工
業
高
校
の
生
徒
達
が
取
り
組

ん
だ
け
ん
玉
ロ
ボ
ッ
ト
の
展
示
（
デ
ン
ソ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
デ
モ
機
）
も
見
ら
れ

る
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

高
校
生
け
ん
玉
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
サ
イ
ト
を
参
照
願
い
た
い
。

h
ttp
s://w

w
w
.d
e
n
so
.c
o
.jp
/ja
/n
e
w
s/e
ve
n
t/ke
n
d
a
m
a
/

　

ま
た
マ
イ
ク
ロ
マ
ウ
ス
大
会
に
御
協
力
頂
い
て
い
る
、
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
企

業
㈱
ア
ー
ル
テ
ィ
の
ロ
ボ
ッ
ト
展
示
や
Ｐ
Ｅ
Ｐ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
の
デ
モ
、
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ

ク
を
用
い
た
ロ
ボ
ッ
ト
教
育
キ
ッ
ト
の
体
験
教
室
も
開
か
れ
る
。
参
加
費
は

無
料
だ
が
事
前
登
録
が
必
要
な
の
で
御
興
味
あ
れ
ば
左
記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
参
照
頂

き
た
い
。

h
ttp
://m

m
.ja
n
.jp
/in
d
e
x.h
tm
l

　

こ
れ
以
外
に
も
二
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト
大
会　

ナ
ガ
レ
ン
ジ
ャ
ー
フ
ァ
イ

テ
ィ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
も
行
わ
れ
る
。
今
年
は
様
々
な
方
達
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
見

て
、
触
っ
て
、
感
じ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
大
会
事
務
局
、
関
係
者

も
頑
張
っ
て
準
備
し
て
い
る
の
で
是
非
お
越
し
頂
き
た
い
。

　

次
回
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
結
果
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

以
上　

長井ロボットプロジェクト責任監修
命革トッボロ載連
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山形県火災共済協同組合

※対物事故による損害が５万円以下の場合、
　翌年の等級はダウンしません。

※ご利用には所定の条件があります。詳細は「自動車共済ロードサービス」サービスガイドをご参照下さい。
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― 

二
度
採
択
さ
れ
ま
し
た
が
、
最
初
の

　  

申
請
の
き
っ
か
け
は
？

　

ニ
ュ
ー
ス
商
工
長
井
は
毎
号
目
を
通
し

て
い
ま
す
。
持
続
化
補
助
金
の
募
集
記

事
を
見
て
商
工
会
議
所
に
連
絡
し
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
、
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入
居
し

て
い
た
ス
ー
パ
ー
の
閉
店
で
す
。
約
４
割

の
売
上
額
が
消
滅
し
て
し
ま
う
危
機
を
、

残
り
の
２
店
舗
で
ど
う
乗
り
越
え
て
い
く

か
を
必
死
で
考
え
、
補
助
金
を
活
用
し
て

対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

― 

事
業
の
ね
ら
い
は
？

　

テ
ナ
ン
ト
の
お
客
様
を
本
店
に
呼
び
戻

す
た
め
、
新
た
に
駐
車
場
用
地
を
借
り
る

と
と
も
に
、
店
舗
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
す

る
こ
と
に
し
た
の
で
す
が
、
補
助
金
の
公

募
要
領
を
よ
く
読
ん
で
み
た
ら
、
広
報
費

も
補
助
対
象
経
費
と
し
て
適
用
さ
れ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
、
専

売
品
拡
売
の
為
の
試
供
品
の
活
用
を
増
幅

し
、
そ
れ
を
チ
ラ
シ
や
Ｄ
Ｍ
で
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
雇
用

を
増
加
さ
せ
る
取
り
組
み
に
対
し
て
は
補

助
上
限
額
が
50
万
円
か
ら
100
万
円
に
増
額

さ
れ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
の
で
、
薬
剤
師

と
管
理
栄
養
士
を
増
員
し
、
事
業
の
専
門

性
を
高
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

― 

申
請
時
の
ご
苦
労
は
？

　

本
来
こ
の
補
助
金
の
事
業
効
果
は
金
銭

的
な
部
分
で
は
な
く
て
、
ぼ
や
け
て
し

ま
っ
た
自
社
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
自
社
の
強

み
・
弱
み
と
い
っ
た
忘
れ
が
ち
な
自
己
分

析
を
、
計
画
書
作
成
を
通
じ
て
再
認
識
し

な
が
ら
自
社
の
経
営
体
質
を
改
善
さ
せ
る

こ
と
に
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
社
員
全
員
と
話
し
合
い
の
場
を
設
け

た
り
、
消
費
者
目
線
の
計
画
に
な
っ
て
い

る
か
第
三
者
に
聞
い
た
り
す
る
こ
と
に
労

力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
書
類
作

成
も
時
間
が
か
か
っ
て
大
変
で
し
た
が
…
。

　

実
は
２
回
目
の
申
請
で
不
採
択
に
な
り

ま
し
た
。
１
回
目
と
の
違
い
を
上
手
く
表

現
で
き
な
か
っ
た
の
が
原
因
だ
と
思
い
ま

す
が
、
リ
ピ
ー
ト
率
の
向
上
と
需
要
の
掘

り
起
こ
し
を
図
り
当
初
の
事
業
計
画
を
補

完
す
る
た
め
に
は
、
も
う
一
度
補
助
金
を

活
用
し
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
事

業
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
商
工
会
議
所
の
経
営
指
導
員
か

ら
「
山
形
県
中
小
企
業
ス
ー
パ
ー
ト
ー
タ

ル
サ
ポ
補
助
金
」
へ
の
申
請
を
勧
め
ら
れ
、

計
画
書
を
見
直
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
持
続

化
補
助
金
の
追
加
公
募
が
開
始
さ
れ
た
と

い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
経
営

指
導
員
か
ら
紹
介
さ
れ
た
「
山
形
県
よ
ろ

ず
支
援
拠
点
」
の
専
門
家
か
ら
、
持
続
化

補
助
金
の
審
査
員
に
ウ
ケ
が
よ
い
表
現
や

ア
ピ
ー
ル
の
し
か
た
に
つ
い
て
指
導
し
て

も
ら
っ
た
お
か
げ
も
あ
っ
て
、
二
度
目
の

採
択
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

― 

補
助
事
業
の
効
果
は
？

　

売
上
４
割
減
の
危
機
で
し
た
が
、
２
店

舗
に
な
っ
た
今
は
、
３
店
舗
時
の
９
割
ま

で
売
上
が
回
復
し
て
い
ま
す
。
お
客
様
と

座
っ
て
会
話
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
３
ヵ
所

設
け
た
こ
と
や
、
調
剤
用
の
待
合
ス
ペ
ー

ス
に
も
商
品
棚
を
設
け
た
こ
と
の
効
果
が

出
た
よ
う
で
す
が
、
何
よ
り
ス
タ
ッ
フ
の

意
識
向
上
が
最
大
の
効
果
で
し
ょ
う
。
会

社
の
危
機
に
直
面
し
、
会
社
の
こ
と
を
真

剣
に
考
え
る
社
員
が
、
そ
の
力
を
存
分
に

発
揮
で
き
る
環
境
に
な
っ
て
き
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。

― 

こ
れ
か
ら
補
助
金
申
請
を
考
え
て
い
る

　 

会
員
事
業
所
の
み
な
さ
ま
に
一
言
！

　

長
井
商
工
会
議
所
の
会
員
事
業
所
の
採

択
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け

長
井
商
工
会
議
所
の
経
営
指
導
員
が
優
秀

だ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
経
営
指
導
員

の
言
う
と
お
り
に
や
っ
て
み
れ
ば
心
配
な

い
の
で
、
思
い
悩
ん
で
い
な
い
で
相
談
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ZZKK!!
持 続 化

Let’s 
    try

　

平
成
26
年
６
月
に
施
行
さ
れ
た
「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
（
小
規
模

基
本
法
）」
に
則
り
、
小
規
模
事
業
者
が
持
続
的
発
展
の
た
め
の
経
営
計
画

を
作
り
申
請
す
る
「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」
に
つ
い
て
、
長
井

商
工
会
議
所
の
会
員
事
業
所
の
採
択
率
が
県
内
で
も
高
い
実
績
に
あ
る
。
採

択
さ
れ
た
会
員
事
業
所
に
、
そ
の
秘
訣
や
効
果
に
つい
て
う
か
が
って
み
た
。

●
鈴
木
卯
一
郎
社
長
（
左
上
）
と
本
店
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
さ
ん

丸一薬品㈲
Vol.06

「ピンチをチャンスに！テナント閉店に伴う、 本店への集客革命」及び

「かかりつけ薬局（健康ナビステ）の充実等による新たな需要の創造」

小規模事業者持続化補助金

■企業データ■
丸一薬品㈲

【業種】健康美容サポーター（薬局）
【住所】長井市本町 1-4-2
【電話】0238-84-3901
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―経営者の 最後 の大仕事 ―  
事業承継 を考えてみませんか？ 

社長 

 

 

 

 

例えば、こんなご相談！ 

国の委託事業です。安心してご相談ください。  

事業承継は早めの 取り組みが重要で す！ お気軽にご 利 用ください。  

山形県事業引継ぎ支援センター（公益財団法人山形県企業振興公社内） 

☎ 023-647-0664 FAX 023-647-0666 

【子供や従業員に引継ぎたい】 
→どんな手続きが必要なのでしょうか？ 

【後継者がいない】 
→廃業するしかないのでしょうか？ 

【会社を譲渡したい】 
→どのように進めていけばよいのでしょうか？ 

【知り合いが引き継いでくれるみたい】 
→どのように取り組めばよいでしょうか？ 

 ＆  相  談  無  料  秘  密  厳  守 

平成２９年度山形県中小企業スーパートータルサポ補助金
　　　　　　  採 択者一覧（長井商工会議所会員事業所分）

研究開発等支援事業（製品開発型）

申 請 者 名 事 業 計 画 名

山形精密鋳造株式会社 新分野参入のための自社オリジナル鋳鋼製品シリーズの開発

東金工業株式会社 有機ＥＬ照明パネルを用いてテーブル演出するための器具の開発

設備投資等促進事業

申 請 者 名 事 業 計 画 名

株式会社ウェルランド 里山の計画的整備及び防風林伐採による木質資源の有効活用

株式会社丸勝鉄工所 最新型３軸自動形鋼ドリルマシンの導入による生産性向上と内製化
及び新規受注の獲得

小規模事業者持続的発展支援事業

申 請 者 名 事 業 計 画 名

平和堂薬房 もう迷わせない！暗闇でも目立つ看板設置による視認性アップ！
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きごうの済経計統

商工会議所LOBO（早期景気観測）　－－2017年8月調査結果－－
○調査期間：2017年8月16日～22日　○調査対象：全国の423商工会議所が3,798企業にヒアリング

８月調査動向 業況ＤＩは、足踏み。先行きは慎重な見方残るも、緩やかな回復を見込む
産 業 別 概 況

【建設業】
 「賃金など労働条件の改善を図っているものの、人手不足が深刻で受注調整をせざるを得ない。人件費の

上昇に伴い採算も圧迫されている」（土木工事業）
 「製造ラインの設置・改修など、得意先の設備投資が好調なため、売上は改善した」（一般工事業）
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
【製造業】
 「主要取引先である自動車・航空機業界からの発注が多く、売上は堅調。しかし、北朝鮮情勢を始めとした

地政学的リスクの高まりが景気に悪影響を及ぼすのではないかと懸念している」（自動車部品等製造業）
 「不漁による原材料の供給不足で、売上が低迷している。原材料価格の上昇に伴い、利益の確保も難しく

なっているため、今後は価格転嫁交渉を進め、改善を図る」（水産食料品製造業）
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
【卸売業】
 「台風や長雨による日照不足で、夏野菜を中心に青果物が品薄状態となっており、売上は悪化した」（農産

物卸売業）
 「民間の設備投資や住宅着工が増加したことで、取引先の建設業からの受注が伸び、売上は改善した。だ

が、人件費や運送費の上昇に伴い、収益率は低下している」（建設資材卸売業）
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
【小売業】
 「主力となる衣料品の売れ行きが前年に届かなかったことに加え、雨天により屋外のビアガーデンを営業

できない日が多く、売上は悪化した」（百貨店）
 「アジア系のみならず欧米系の訪日外国人旅行客の来店数が増加しており、化粧品、医薬品、日用品の売

上が伸びている」（医薬品等小売業）
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
【サービス業】
 「雨天の日が多く、地域の夏祭りの日も天候に恵まれなかったため、前年に比べ大幅に売上が悪化した。特

に生ビールなど飲料の売れ行きが鈍かった」（飲食業）
 「夏休みシーズンで外国人旅行客数が増加傾向にあるほか、客室をリニューアルした効果もあり、全体の客

数は増加した。ただし、素泊まり客が多く、単価は減少したことから売上の増加幅は大きくない」（宿泊業）
 「人手不足により外注費の負担が重くなっている中、秋からさらに最低賃金が引き上げられれば、採算が大

きく悪化する」（ビルメンテナンス業）

2017年8月調査結果のポイント
業況ＤＩは、足踏み。先行きは慎重な見方
残るも、緩やかな回復を見込む

　8月の全産業合計の業況DIは、▲18.2
と、前月から▲2.1ポイントの悪化。関東
を中心とした記録的な長雨に伴う客足の
減少や、農産物の不安定な出荷から、サー
ビス業や卸売業、小売業の業況感が押し
下げられた。また、人手不足の影響拡大や
消費者の節約志向を指摘する声も多い。
他方、電子部品、自動車関連の生産や、夏
休みのインバウンド需要が好調に推移し
たほか、建設・設備投資の堅調な動きも続
いている。中小企業の景況感は総じてみ
れば緩やかな回復基調が続くものの、足
踏み状況となっている。
　先行きについては、先行き見通しDIが
▲16.4（今月比＋1.8ポイント）と改善
を見込むものの、「悪化」から「不変」への
変化が主因であり、実体はほぼ横ばい。輸
出や設備投資の堅調な推移、インバウン
ドを含む観光需要の拡大に加え、公共工
事の増加などへの期待感が伺える。他方、
深刻な人手不足の影響拡大や、消費者の
節約志向、運送費・原材料費の上昇、地政
学的リスクなどを懸念する声が多く、中
小企業においては先行きへの慎重な見方
も続く。

○調査項目：今月の売上・採算・業況等についての状況（ＤＩ値を集計）

※ＤＩ値（景況判断指数）について　ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き
　　　　　　　　　　　　　　　　傾向を表す回答の割合が多いことを示す。したがって、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。

　ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合） 　  業況・採算：（好転）－（悪化）　　売上：（増加）－（減少）

主要経済指標［山形県内］

■有効求人倍率
都市名

調査月
山形県 
全体 山形管内 米沢管内 鶴岡管内 酒田管内 長井管内

H28年7月 1.32 1.30 1.27 1.50 1.24 1.26
H29年7月 1.58 1.52 1.31 2.06 1.78 1.61

※資料／ハローワーク長井

■建築確認申請状況（長井市）　　  H29.8月（延べ面積単位：㎡）

新築 増改築

専用住宅
件　　数 4 3
延べ面積 567.62 594.56

併用住宅
件　　数 0 0
延べ面積 0.00 0.00

その他 
（工場・店舗含）

件　　数 2 1
延べ面積 441.20 327.96

合計件数 6 4
合計面積 1,008.82 922.52

協力／長井市建設課

■石油製品価格（山形県）
年　　月

レギュラーガソリン ハイオクガソリン 軽油 灯油
店頭価格（円/L） 店頭価格（円/L） 店頭価格（円/L） 店頭価格（円/18L）

H29年 7 月18日 132.4 143.6 111.5 1,289
H29年 7 月24日 132.7 143.8 111.4 1,290
H29年 7 月31日 132.5 143.7 111.4 1,292
H29年 8 月 7 日 132.5 143.7 111.2 1,286

参照：資源エネルギー庁　資源・燃料部石油流通課資料

■山形県企業倒産状況（負債総額　1,000万円以上）
【平成29年8月末現在】

【業種別】 件数
※（　）は、 
西置賜の

数字
％ 負債総額

（百万円） 構成比

一 次 産 業
（農林漁業・鉱業） 0 0.0% 0 0.0%

建 設 業 1 25.0% 70 13.7%
製 造 業 0 0.0% 0 0.0%
卸 売 業 2 50.0% 390 76.5%
小 売 業 0 0.0% 0 0.0%
金 融 ・ 保 険 業 0 0.0% 0 0.0%
不 動 産 業 0 0.0% 0 0.0%
運 輸 ・ 通 信 業 0 0.0% 0 0.0%
サ ー ビ ス 業 1 25.0% 50 9.8%

計 4 100.0% 510 100.0%
協力／（株）東京商工リサーチ山形支店

■新車登録届出台数（平成29年7月）
山　　形　　県

合　　計 普通乗用車 小型乗用車 軽自動車
前年比 前年比 前年比 前年比

台 ％ 台 ％ 台 ％ 台 ％

4,069 6.0 948 -3.7 1,268 4.6 1,853 12.9
※資料／国土交通省東北運輸局山形運輸支局

■長井市の人口　　　　　　　　　　平成29年8月31日現在

　　　人口　27,366人　世帯数　9,899
　　　 男 　13,255人　　女　　14,111人

協力／長井市
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　経営セーフティ共済（中小企業倒産防止共済制度）は、中小企業倒産防止共済法施行規則が改正さ
れ、平成29年11月から、翌月以降の掛金を納付（前納）した場合の掛金の減額率が見直されます。

（制度改正の内容）
・前納減額金の減額率が次のとおり見直されます。
　　【改正前】　５/1,000　（1,000分の５）
　　【改正後】　0.9/1,000　（1,000分の0.9）
・施行日：平成29年11月１日（水曜）

　前納減額金は、「掛金月額×減額率×前納月数の累計」の計算式で算定します。減額率が引き下げ
られると、掛金を前納した場合に受け取ることができる前納減額金が少なくなります。改正後の減
額率は、平成29年11月以降に前納した分から適用されます。

※ 前納減額金とは…
　翌月以降の掛金を納付（前納）した場合に、後日、中小機構からお支払いする割引金のことをいいます。
　毎年６月に、原則として、掛金振替口座への振込みによりお支払いします。ただし、各年の３月末時点
で計算された前納減額金の合計額が5,000円未満の場合は、翌年に持ち越されます。また、共済契約の解
約の際に前納減額金があるときは、解約手当金にあわせてお支払いします。

【お問い合わせ先】長井商工会議所 中小企業相談所　TEL:0238-84-5394

◆山形県最低賃金
　　　時間額　739円(22円UP）
　　　効力発生日　平成29年10月６日

この最低賃金は、県内で働くすべての労働者に適用されます。

【問い合わせ先】山形労働局 賃金室（TEL:023-624-8224）または
　　　　　　米沢労働基準監督署（TEL:0238-23-7120）

仕事は計画を立てて行うもの。それでは休暇は？

「仕事休もっ化計画」
　来年度の事業計画を検討するに当たっては、従業員の年次有給休暇取得を考慮しましょう。また、
労使協定を結べば、計画的に年次有給休暇の取得日を割り振ることができる制度（計画的付与制度）
もあります。年次有給休暇を取得しやすい環境づくりに取り組みましょう。

厚生労働省・山形労働局

経営セーフティ共済制度改正（前納減額率の見直し）のお知らせ 

山形県最低賃金が改正されました！

10月は年次有給休暇取得促進月間です
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　長井商工会議所 中小企業相談所では、国の施策として小規模事業者向け支援
メニューが多数展開されている現状を踏まえ、施策の普及と相談機会の創出を目
的として、月１回の土曜経営相談を試験的に実施します。

■ご相談日程■　　平成 29 年 10 月 21 日㈯／ 11 月 18 日㈯／ 12 月９日㈯
■ご相談時間■　　上記日程のいずれも９：00～ 15：00の間
■ご相談会場■　　長井商工会議所　相談室
■対応できるご相談内容■　　◆経営改善相談
　　　　　　　　　　①財務改善、②事業承継、③税務 ( 記帳・決算等 )、④販路開拓、⑤労務
　　　　　　　　　◆金融相談（マル経・マル普資金）
　　　　　　　　　◆創業相談
　　　　　　　　　◆補助メニューの活用
　　　　　　　　　　①小規模事業者持続化補助金（山形県中小企業スーパートータルサポ補助金）
　　　　　　　　　　②経営力向上計画（優遇税制活用）
　　　　　　　　　　③省エネ補助金
　　　　　　　　　　④ＩＴ導入補助金
　　　　　　　　　　⑤ものづくり・商業・サービス新展開支援補助金
　　　　　　　　　◆その他　経営指導員等が対応します。
■予 約 方 法■　　完全予約制です（プライバシー厳守）。前日までに長井商工会議所に主な相談内容
　　　　　　　　　と相談希望時間を電話にてお伝え願います。
　　　　　　　　　カフェに電話するようにお気軽にご連絡ください。

■新入会員のご紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 （敬称略）

事業所名 代表者名 所　在　地 業　　　種
豊田郵便局 今 泉　 直 美 長井市今泉 1812-526 郵便局

会員事業所
■代表者変更のお知らせ　　　　　　　　 （敬称略）

事業所名 新代表者 前代表者

有限会社松木建設 松木　崇史 松木　哲夫

第一貨物株式会社長井支店 仲 野　 究 石澤　隆男

会員事業所
■住所変更のお知らせ　　　　　　　　　 （敬称略）　

事業所名 新住所

Ｏｌｅ’ｈ－Ｏｌｅ’ｈ 長井市本町 1-4-32

 10月の献血
期日 会場 時間

11日㈬
マイクロソリューション㈱ 9:30～11:30
ケミコン山形㈱ 13:30～15:30

25日㈬
長井工業高校 9:00～12:00
㈱丸秀長井工場 14:00～16:00

◇ 400ml の献血にご協力お願いします。
※問い合わせ　市健康課　TEL（84）6822

会員談話室

 知財総合支援窓口
　特許や商標等に関する悩みや課題に対し、一般社団法人
山形県発明協会の知財支援アドバイザーがご相談に応じま
す。また、相談者からのご希望やお受けしたご相談の内容
に応じて、知財専門家（弁理士・弁護士）とご相談するこ
とも可能です。後期の窓口開設日をお知らせします。

◆日程：10月17日㈫、11月14日㈫、12月19日㈫、　
　　　　１月16日㈫、２月20日㈫、３月20日㈫
◆時間：13:00～16:00の間で30分単位
◆会場：長井商工会議所 相談室

【予約先】長井商工会議所 中小企業相談所
　　　　　TEL:0238-84-5394

 日商簿記
第147回簿記検定試験（試験日：11月19日㈰）の申込期
限は10月20日までです。

【問い合わせ先】長井商工会議所 中小企業相談所　TEL:0238-84-5394

長井商工会議所
「経営なんでもカフェ」のご案内土曜日も

開いてます！
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キ リ ト リ 線

フ リ ガ ナ

T E L
お 名 前

住 所
〒

F a x

個別相談申込 希望する・希望しない 備考欄)

事業承継セミナー参加申込書 申込締切：平成29年11月6日(月)

組 合 使 用 欄

受付日 受付店舗 受付者

事業承継セミナーカリキュラム

本店営業部 TEL 0238-84-2187  FAX 0238-84-2186 (担当：横山)山形中央信用組合お問い合わせ

16:00～ 個別相談会

講演後、個別のご相談にも専門家がお応えします

13:30～15:00 講演

事業の継続と承継に関する諸課題
～各分野の専門家がわかりやく解説します～

従業員との雇用をめぐる問題

労務関係

社会保険労務士 中嶋 英統 氏

弁護士 安孫子 英彦 氏

企業の継続と承継、相続などに
関する法律

法律関係

事業の引継ぎに関する資金と税金

税務関係

税理士 兼子 圭一 氏

主催：山形中央信用組合場所：タスパークホテル ３Ｆアゼリア NPO法人プロネット

15:00～15:40 パネルディスカッション

コーディネーター
弁護士 長岡 壽一 氏

不動産鑑定士高嶋 俊幸 氏

パネリスト
弁護士 安孫子英彦 氏
税理士 兼子 圭一 氏
社会保険労務士 中嶋 英統 氏
不動産鑑定士 高嶋 俊幸 氏弁護士 長岡 壽一 氏

平成29年
11/13㈪
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参加費参加費

無料

■ 定員 40名

後継者問題をお考えのお方へ

大事に築き発展させてきた

みなさまの会社の未来について

専門家がアドバイスします。

■ 場所 タスパークホテル 3Fアゼリア
長井市館町北６－２７ Tel 02338-88-1833

■ 協賛 長井商工会議所

（定員になり次第締め切らせていただきますので
お早めにお申し込みください。）

主催 山形中央信用組合
NPO法人プロネット

■ 講演

弁護士 安孫子 英彦 先生 企業の承継、相続などに関する法律

税理士 兼子 圭一 先生 事業の引継ぎに関する資金と税金

社会保険労務士 中嶋 英統 先生 従業員との雇用をめぐる問題

■ パネルディスカッション

コーディネーター 弁護士 長岡 壽一 先生

パネリスト 弁護士 安孫子 英彦 先生 税理士 兼子 圭一 先生

社会保険労務士 中嶋 英統 先生 不動産鑑定士 高嶋 俊幸 先生

● 「NPO法人プロネット」は

専門職業人のグループで、個人の幸せの

創造、企業の繁栄を 支援、地域社会の

発展に貢献することを目的とし、チームを

組んで課題に取り組んでいます。

●

「事業の継続と承継に関する諸課題」を

テーマにした専門家の基調講演とパネル

ディスカッションの２部構成です。
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